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⭐️実用化に適した気体分離膜の性能
・社会実装から社会貢献までのロードマップ
→市場調査による解決

・実装に向けた必要性能の把握と研究開発における知見の不足
→事業所等へのヒアリングによる解決

⭐️回収した二酸化炭素の保管、利用方法
→事業所等へのヒアリングによる解決

・DACの中でも気体分離膜は低コストで運用可能といった点で優位性やニーズが高い
→他の気体分離方法と比較し、必要なエネルギーが最小限！
→教室やオフィス等の狭小空間における小型気体分離装置のニーズ

・使用する気体分離膜の作製スキームの確立や製膜、膜の評価は完了
→ヒアリングなどで得た知見を活用し、更なる性能向上を目指す

・事業化に伴う協業企業の探索

どこでもDAC
⭐︎気体分離膜を用いた家庭・オフィス等における二酸化炭素の回収装置

〜場所、時間を問わずどこでも二酸化炭素の回収や利用が可能に！〜
・長期的・全体的な二酸化炭素削減に貢献

→地球温暖化抑制やカーボンニュートラルなどの社会課題の解決
・二酸化炭素濃度の最適化

→生活環境の最適化
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